



























































(1) cf. 1ミemond(1993). 
(2) cf. Duhamel (1993). 
(3) Jacquin (1992)， pp.l63山 4.生活・経済環境の怒化が，民衆的役人総主義の泌床
を形成していることについては，以下の文献を参I日[Wieviorka(1992)， Jacquin 
(1992) ]。
(4) Le Monde， mardie 6 avril 1993.結局，移民規秘法案は 7P'Jl3伐に関氏談会で可
決された。 5月には関籍法も改正され，外l投入の入国・滞在，国籍取得の条件が厳
格化された汀籾日新Ilf.I，1993年7月16日]。








タギエフによれば，人種主義は二つのタイプに分類しうる O 第一は f個人
一普通主義的Jタイプの人種主義である (RI)o R 1は「個人一普遍主義的J
価値観に立った自民族中心の「普遍主義Jであり，同化の強制，少数民族の
アイデンティティの破壊へと向かいやすい。 他方は f伝統一共同体主義的J

























:M:もく文明化された議〉の約半事による|吐界的JC! I 地球Ii'"綴艇のアパル iヘイト
{倒的 Ii附好さ



































































では，まず「差異Jをめぐる態度にある O 即ち， R 1は「同質好き/差異嫌














A R I (反人種主義 1) AR n (反人種主義D) 
R 1 人種主義1)同化(疎外)
RII 人務主義II) : I縦断E(笈別)
AR 1 (反人種主義1): f@人間での材岩手IJの平等
AR I (反人総会議II): ;}1;肉体的アイデンティティへの権利



























































(1) Taguieff (1987)， pp. :31吋410，笠間(1988年)， 49-57見梶悶(1992年)， 231 
4fi，[。
(2) Taguieff (1987)， pp.173-5. 
(3) 2つのタイプの人総主義の理念自殺もしくはロジックは，現実には総合した形で現
象し，相11:に排他的なものではない[Wieviorka(1993)ふ11，(1991) ，p.93， Silverman 
(1992)， pp. 123-4.]。
(4) T白gui巴f(1988)， p.51. 
(5) Policar (1992)， p.37. 
(6) Krikorian (1986)， p.179. 
(7) Benoist (1979)， p.230 
(8) Taguieff (1988)， pp. 20-1， 34 
(9) Benoist (1986)， pp. 216-7 
(J日 Silverman(1992)， p.94 
(J) Tagui巴f(1989b)， p.75. 




として， 1968年 1月に臨時書記局が設置され，実質上発足する GRECE
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現代プランスの入額主義
(Groupement de Rechereche et d'Etudes pour la Civilisation Europeanne) 
じ保守陣営への設透をめざして1975年に GRECEのメンパーによって結成












































NDの思想は， CDHの媒介で RPR，UDFに浸透していた。彼らと UDF
のパッソ (H.Bassot)，マドラン(A.Madelin) ，ロンゲ (G.Longet)など
との関係が知られていたし{ヘグリオットレ(A.Griotteray)ポニアトスキ





他にも， NDの思想は，保守系雑誌 fフィガロ・マガジーン (FM)Jを媒
介に，大衆的に普及していく o rFMJ 誌の編集部には，ブノワ，ヴァラ，







































人 極 ヨミ 今務
:tjさ 反マグレブ的人秘主義 他の人極主義 人種主義の合計
行為 脅迫 行為 若手 Jfl 行為 脅迫
1979 8 3 。 4 8 7 
1980 29 17 6 3 35 20 
1981 20 14 3 9 23 23 
1982 34 32 9 23 43 55 
1983 65 81 3 15 68 96 
1984 45 85 8 17 53 102 
1985 50 91 20 7 70 98 
1986 40 93 14 2 54 95 
1987 39 66 7 11 46 77 
1988 51 108 13 27 64 135 
1989 44 188 9 49 53 237 
1990 37 198 15 80 52 278 
JIコ3hI召uしl 457 976 107 247 569 1223 

















(B. Collnisch)アントニー (B.Antony)，ノタン(B.Notin) -ND系の
雑誌 fヌーヴエ/レ・エコールJ誌編集委員，マルチネ(J.-C. Martinez)，ホ
ドーリ(J.Haudry) らがFNに参加している (22)。
また， 1990年のFN代議員を見ても， 1002名の代議員中， GRECEは指名
(2.6%)， CDHは21名 (2.1%)を送り込んでおり (23¥ N D知識人がFNの
活動に加担していることが確認しうる O
FNの他にも， NDの人種主義の教義とイデオロギーは， r第三の道Trois
sieme VoieJ r防鮪連合グループleGroupe union defence (GUD) J rヨー








(l) Camus et Monzat (1992)， p.29， Taguieff (1984c)， pp. 158ω62， Rollat (1984)， 




(3) ブノワはGREC廷を路ftれて， 19881fには雑誌クライシス KrisisJを発刊した。
開放とテ…マの多様性という姿勢にもかかわらず，それは，やはり新お誕の雑誌で
あった。[おourseill巴r(1991)， p‘106.J 
(4) BOUl・sei1l日r(1991)， p. 96 
(5) Boursei1ler (1989)， p.180. 
(6) Cambell (1986)， p. 50. CHDは， 1979年に「新共和主義者LesN ouveaux 
Republicains (ぉNR)Jを結成した。 NRの結成は， GRECEからの CHDの離反を
意味していた。 [Taguieff(1985a)， pp. 92-3.J 
(7) Taguieff (1985a)， p.87. 
(8) Rollat (1984)， p.157 
(9) Taguieff (1988a)， p.49. 
(1曲 ポニアトスキの務j'Jf[L 'Avenir 1 'est nulleρart， Albin Michel 1978Jの第7主
33 
fインド・ヨーロッパ語放，白人関欧社会の起源jは， NDの1':t会・燦史観の引き




(lJ) Bonnafous et Fiala (1986)， p.95 
(12) Tagui巴f(I988b)， p.93. 
(13) Brunn (1979)， p.171. 
(14) FNの形成・発肢とルペンについては剣山(1989)，問(1990)を参獄。
(15) Taguieff (1991a)， p.41， Ford (1992)， pp. 20叩5，Perrineau (1993)， pp. 243-98 
(1日:tlllUl(1993)参照。
(17) Laux (1974)， pp. 87…8. 
(18) Le Gall (1991)， pp. 126， 128 
(1的 Schain(1988)， p.612. 
(2的 Joffrin(1990)， p.11. 
世]) Harris (1990)， pp. 84叩5.
(泣:) Plenel et Rollat (1992)， pp. X， 216， Monzat (1992)， p.226， Reberioux (1991)， 
p.49. 
(23) Birnbaum (1992)， p.252. 





































































































































彼らの共肉体主談的関室長餓をよく示している。 [LePen (1989)， p.22.] 
(3) Tagui巴f(l991a)， p.136. 
(4) 第一波参照
(5) Le P邑n(1985)， p.242 
(6) Tagui日f(1991a)， p.135. 
(7)剣山(1993)参照。
(8) Wenden (1988)， p.332， Birnbaum (1992)， p.297. 
(9) Taguieff (1985a)， p.178 




るのは他殺であるJ[Le Pen (1985)， p.170.] と，ルペンは人口論的危機感をしば
しば淡明している。

















めないことになるJ之いった発設がその典型である。 [Pauwel(1979)， p.137.] 













ないjという問答は， 42%， 51%， 49%と高い割合をE乏している [LeGal1 (J 991)， 
p. 122.]。緩おの「防化不可能性Jの主張は，フランス社会では決して少数怒5もとい
うわけではなかった。
(17) CDH (1985)， p.208 
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(18) L巴Pen(1985)， p.218. 
(!的 ルペンによれば「ヨーロツパ社会は，今!日:紀は社会的分裂，思怒と価倣の滋古L，
mJ設・ヒエラルキー・モデルのf!J務，精神と風俗の淡百しといったデカダンスに向か
っているJ[Le Pen (J989) ， p.12.]。
(紛 Haghighat (1988)， p.233. r佼入者巴nvahisseursJという府議は，フランスのア
イデンティティへの危険性を滋味ずる謀本的刑務である円、aguieff(1990， Tome. 
1， p.2.J 0 i7Uえば「そのような装本的規則をもはや}浮重しない劉災は佼入者によっ
て歴史からー揃されるJ[L巴Pen(1985)， p.85.]。
(2]) Le Pen (1百89)，p. 14. 
自由 Bernstein (1990)， p.181. 
(23) FN (1993)， p.36. 
(24) Le Pen (1989)， p.34. 
(2出 LePen (]989)， p.43. 
(お，) Milza (1988)， p.166. 
(27) Birnbaum (1992)， p.319. r新お;認は，結成以来，何度も，ヨー口ツパと第三三w
界の送!被，i受奥への権利と諮問民の大義に総し，すべての形態の不武容，"E体主義，
人種主義への反対を淡IlJjしてきたJ(ブノワ)と， ND は，第三役界:ì~没的1L場をア

























































































































































(1) Tagllieff (1988)， p.46 
(2) Balibar (1989)， p.7 
(3) Tagllieff (1985b)， p.72. 
(4) アイデンティテイココ渓奥の無条件の保全は， 1970年代にNDによってっくりtI:lさ
れた?を奥主義的人秘主義の中心命題であった [Tagllieff(1985a)， p.91.]。
(5) 1、agllieff(1987)， pp. 331ω2 
(6) Glli1allmin (1991)， pp. 9， 12， Dllranton-Crabol (1988)， p.81， Tagllieff (J 988)， 
p.34. 

















(8) Policar (J 992)， p.50 
45-
(9) Taguieff (1990)， p.118. 
(10) Taguieff (1989)， p目 25，idem. (1990) p. 113， Silv巴rman(1992)， pp. 89， Mar-









の良好な相互理解を追求するJ[Taguieff (1987)， pp. 335-6J。
(1]) r我々は，自己のパーソナリティをi均衡する権利を平ぎするだけではなく，義務も持
っている。我々も異なる機利を持っているJ(ルペン)[Tagu犯行 (1989c)p. 181.] 
(12) Taguieff (l989c)， p.181. 
在3) Taguieff (1991a)， p.33 
(14) Tagui巴f(1987)， p.336 
(15) Benoist (1993)， p.25. 




うる [Camuset Monzat (1992)， pp. 46--49]。
(17) Tagui巴f(1985b)， p.70 
(1助 Apparu(1979)， p.96. 










(2) Taguieff (1989c)， p.178. 
(2.治 Taguieff(1984d)， p.37. 
(24) Aron (1979)， p.235. 
-46 
(25) Haghighat (1988)， p.220. 
(26) Rollat (1985)， p.158 
(27) Abet et Sajous (1986)， p.162 
(28) Taguieff (l985c)， p.176 
(29) Le Pen (1985)， pp. 156-7 
0曲 L日Pen(1984)， p.183. 
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(31) Marchard (1977)， p.84. NDによれば，普遍玄談の呉羽は，リベラリズム，マル





(32) Taguieff (1987)， p.14， Policar (1992)， p.50. 
(3) Taguieff (1985c)， p.175 





主主ものをめざす努力であるjといったルペンの主張に端的にき祭れている [Le Pen 
(1984)， pp. 183-4.]。同様に， NDの震説にも逃伝学，動物行動学，社会生物学の援
j誌が見られ「生物政治bio-politiqueJが滋視されている [DurantonωCraboJ(1988)， 
pp. 76-9， 1弘ghighat(1988)， p.193， Hourdin (1980)， p.33J。また，彼らにも，社
会ダーヴィニズムの彩絡が色濃く見られる [Taguieff(1984c)， pp. 119日20，Aron 
(1983)， p.981.]。
(35) Taguieff (1988a)， p‘100. 
(36) Taguieff (1989b)， p.7. 







(3骨 Bourseiller(1989)， p.179. 
臼0) DurantonωCrabol (1988)， p.95 
(41) Tagui日f(1985b)， p.72. 


















































































































ンスで， r統合 integrationJや「編入 insertionJといった概念によって議論
されている「多民般社会Jr多文化社会」といった社会像之は，真っ向から皮
するものであった。
(1) Birnbaum (1992)， p.319， de Wend巴n(1988)， p.331. 
(2) de Wenden (1988)， p.332， Le Pen (1985)， p.84. 
(3) Le Pen (1984)， p.110， idem. (1985)， p.84. 
(4) FN (1984)， p.117. 
(5) FN (1993)， pp. 45-7. 
(6) CDH (1984)， pp. 251-3. 
(7) 1、aguieff(1991a)， p.45. 
(8) Maricourt (1993)， p.29， Le Pen (1984)， p.171， (1985)， p.219. F Nは「反ブラ
ンス的議鋭を広げ，フランス国民を損なう見解を教え，ほんとうの外elJ人傑允を許
していることで，移民ロビーと図民教育，プランス政府は非難されるべきであるJ
と「反フランス的人観主義jを告発している [FN(1991)， p. 105.]。
(9) 剣山 (1991)， 30-1 fi。
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(1曲 CDrr(1985)， pp. 26， 28 




いる [FN(] 984)， p.173.]。
(12) FN (1985)， p.167. F Nによると「エコロジーはアイデンティティの観念と切離
しえないjと，エコロジーもアイデンティティの問題に結びつけられている [FN
(! 993)， p.113.]。
(l:) Taguieff， (1985b)， p.83. iclem. (J989c)， p.180， Haghighat (1988)， pp. 236-7. 
(14) Le P巴n(1989)， p.22 
(15) Taguieff (1987)， p.334. 
(1日 Haghighat(1988)， p.217 
(17) Taguieff (1984b)， p.37. 
(18) CDH (1984)， p.208， Bockel (! 991)， p. 230， Taguieff (1985b)， p.81. 
(1日) Taguieff (1990)， p.116. 
(20) CDH (1984)， pp. 199， 204， 225 
(2]) CDH (1984)， pp. 202-4. 








































































(1) Tagui巴f (1990)， p.121. 






(3) Schain (1990)， pp. 267-8. 






sot (1985)， Taguieff (1989b)， id日m.(1993) Jを参照されたい。
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